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◎平成 22年度◎平成 22年度国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況

国有林野事業の取組

間伐実施後の林内の様子（長野県下水内郡栄村）

東日本大震災発生後、現地調査のために
ヘリコプターに乗り込む様子（長野市）

　

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

の
発
生
時
、
関
係
森
林
管
理
局
で
は
、

直
ち
に
、
県
と
連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
等
に
よ
り
山
地
等
の
崩
壊
状
況

等
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

  

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
仮
設
住

宅
土
台
用
杭
丸
太
向
け
原
木
の
安
定

供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ
き
の
一

時
置
場
や
仮
設
住
宅
用
地
と
し
て
、

ト
ピ
ッ
ク
ス

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

平成 22 年度平成 22 年度
国有林野の管理経営に関する国有林野の管理経営に関する

基本計画の実施状況基本計画の実施状況

国
有
林
の
無
償
貸
付
け
や
候
補
地
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

不
通
と
な
っ
た
県
道
の
迂
回
路
と
し

て
国
有
林
林
道
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
防
潮
護
岸
な
ど
の
治
山
施

設
が
流
失
し
た
箇
所
な
ど
で
は
、
高

潮
や
波
浪
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
大
型
土
の
う
を
設
置
す
る
緊

急
対
策
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管

理
経
営
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聴
い
た
上
で
、「
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
関
す
る
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
管
理

経
営
基
本
計
画
の
実
施
状
況
を
公
表
し
て

お
り
、
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
度
分
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
基
本
計
画
の
２
年
目

に
当
た
り
、「
国
民
の
森
林
」を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

仮設住宅土台向け杭丸太用原木の輸送（秋田県能代市）
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◎平成 22年度◎平成 22年度国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況

重
視
さ
れ
る
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　

日
本
の
国
土
の
約
２
割
を
占
め
る
国

有
林
野
は
、
森
林
面
積
の
約
３
割
を
占

め
、
そ
の
多
く
は
奥
地
脊
梁
山
地
や
水

源
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
森
林
は
、国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、

水
源
か
ん
養
等
、
公
益
的
機
能
の
発
揮

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
的
機
能

の
維
持
増
進
を
旨
と
す
る
方
針
の
下

で
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や
要
請
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
国
有
林
野
を

重
点
的
に
発
揮
さ
せ
る
べ
き
機
能
に

よ
っ
て
区
分
し
、
適
切
か
つ
効
率
的
な

管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
の
68
％
を
占
め
る「
水
土

保
全
林
」の
う
ち
、「
国
土
保
全
タ
イ
プ
」

で
は
、
土
砂
崩
れ
等
の
山
地
災
害
や
、

潮
害
等
の
気
象
災
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
間
伐
等
の
施
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
水
源
か
ん
養
タ
イ
プ
」の
森
林
で

は
、
渇
水
や
洪
水
の
緩
和
等
を
目
的
と

し
て
、
健
全
な
森
林
を
保
っ
て
い
く
た

め
に
、
１
０
０
年
程
度
の
長
い
周
期
で

の
施
業
や
、
育
成
複
層
林
施
業
等
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
の
28
％
を
占
め
る「
森
林

と
人
と
の
共
生
林
」の
う
ち
、「
自
然
維

持
タ
イ
プ
」の
森
林
で
は
、
特
に
原
生

的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
動
植
物
が

生
息
・
生
育
す
る
等
特
別
な
保
全
・
管

理
が
必
要
な
森
林
を
対
象
に
、「
保
護

林
」の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。「
森
林

空
間
利
用
タ
イ
プ
」の
森
林
で
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
森
林
浴
や
野
外
ス
ポ
ー

ツ
等
の
活
動
を
通
じ
て
森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
験
で
き
る「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」等
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、世
界
自
然
遺
産
は
も
と
よ
り
、

世
界
文
化
遺
産
周
辺
の
森
林
景
観
を
保

全
す
る
た
め
の
施
業
等
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

和
歌
山
森
林
管
理
署
で
は
、
神
社
等

の
木
造
建
築
物
の
修
復
用
資
材
の
供
給

を
は
じ
め
、
参
詣
道
や
木
造
文
化
財
等

と
一
体
と
な
っ
た
森
林
景
観
の
保
全
整

備
の
た
め
に「
世
界
文
化
遺
産
貢
献
の

森
林
」を
設
定
し
、
熊
野
古
道
周
辺
の

森
林
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
の
４
％
を
占
め
る「
資
源

の
循
環
利
用
林
」は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
必
要
な
木
材
を
安
定
的
か
つ
効

率
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

森
林
で
す
。
多
様
で
良
質
な
木
材
を
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
供
給
し
て
い

け
る
よ
う
、
木
材
の
生
産
目
標
に
応
じ

て
、
更
新
、
保
育
や
間
伐
を
進
め
る
と

と
も
に
、
効
率
的
な
木
材
生
産
の
基
盤

と
な
る
路
網
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

路
網
の
整
備

　

路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形

に
沿
っ
た
路
網
線
形
に
す
る
こ
と
で
切

①
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

「世界文化遺産貢献の森」での森林整備作業の事前説明の様子（和歌山県新宮市）

「世界文化遺産貢献の森」での森林整備作業
（繁茂した竹の除去作業）の様子（和歌山県新宮市）

丈夫で簡易な作業路の整備の様子（岐阜県下呂市）

整備された作業路の様子（岐阜県下呂市）

スイングヤーダによる集材とプロセッサによる
造材作業の様子（岐阜県下呂市）
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土
・
盛
土
な
ど
の
土
工
量
や
構
造
物
の

設
置
数
を
減
少
さ
せ
る
ほ
か
、
現
地
で

発
生
す
る
木
材
や
土
石
を
土
木
資
材
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
縮
減

等
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

組
に
つ
い
て
は
、
率
先
し
て
現
地
検
討

会
を
開
催
す
る
等
、
民
有
林
へ
の
普
及

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
地
方
自
治

体
・
林
業
事
業
体
な
ど
の
関
係
者
が
参

加
し
て
、
高
性
能
林
業
機
械
を
効
率
的

に
組
み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
や
、

搬
出
効
率
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ト
選
定
と

丈
夫
で
簡
易
な
作
業
路
の
開
設
等
の
課

題
を
踏
ま
え
た
現
地
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
治
山
事
業
に
よ

り
荒
廃
地
の
復
旧
整
備
や
保
安
林
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。な
お
、

国
有
林
と
民
有
林
が
近
接
し
て
い
る
地

域
で
は
、
一
体
的
な
全
体
計
画
を
作
成

し
、
効
果
的
・
効
率
的
に
荒
廃
地
の
復

旧
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
有
林
と
の
連
携
に
よ

る
森
林
・
林
業
の
活
性

化
　

地
方
公
共
団
体
や
民
有
林

所
有
者
等
と
森
林
管
理
署
が

協
定
を
締
結
し
、
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
て
森
林
整

備
を
よ
り
効
率
的
に
行
う「
森

林
共
同
施
業
団
地
」の
設
定
を

推
進
し
ま
し
た
。
平
成
22
年

度
末
現
在
、
全
国
に
75
箇
所

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
教
育
の
推
進

　

森
林
環
境
教
育
の
実
践
の
場
と
し
て

国
有
林
野
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル

ド
の
提
供
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
学
校
等
と
森
林

管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、
国
有
林
の

豊
か
な
森
林
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
提

供
し
て
、
様
々
な
自
然
体
験
や
自
然
学

習
を
行
う「
遊
々
の
森
」の
設
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

留
萌
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、
羽
幌

町
教
育
委
員
会
と
遊
々
の
森
の
協
定
を

締
結
し
、
子
供
た
ち
の
多
様
な
体
験
活

動
の
場
と
し
て
、
国
有
林
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

森
林
整
備
・
保
全
へ
の
国
民
参
加

　

自
ら
森
林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
い

う
国
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
国
有
林
野
を
森
林
づ
く
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提
供
す
る「
ふ
れ

あ
い
の
森
」の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
は
、
延
べ
約
１
万
３
千

人
が「
ふ
れ
あ

い
の
森
」で
の

森
林
づ
く
り
活

動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

②
森
林
環
境
教
育
や

　
　
　

森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
等
の
推
進

◎平成 22年度◎平成 22年度国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況

森林管理署職員が森林の役割を説明している様子（北海道苫前郡羽幌町）

森林教室でのドングリの蒔き付けの様子（北海道苫前郡羽幌町）

由布岳の大規模崩壊地とその復旧状況の様子（大分県由布市）
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
京
都

議
定
書
に
お
け
る
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
６
％
の
う
ち
、

１
３
０
０
万
炭
素
ト
ン
を
森
林
に
よ
る

吸
収
量
で
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
も「
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
」等
を
踏
ま
え
、

多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全
や

木
材
利
用
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

等
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、
約
11
万
ha
の
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
野
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か

ら
人
工
林
、
湿
原
な
ど
多
種
多
様
な
植

生
を
有
す
る
と
と
も
に
、
希
少
種
を
含

む
様
々
な
生
物
に
生
息
・
生
育
場
所
を

提
供
し
、「
種
や
遺
伝
子
の
保
管
庫
」に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
保
護
林
」や「
緑
の
回

廊
」の
積
極
的
な
設
定
、
適
切
な
森
林

施
業
の
実
施
に
よ
る
林
分
構
造
の
多
様

性
の
確
保
等
、
適
切
な
計
画
や
整
備
、

保
全
管
理
活
動
、
的
確
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
そ
の
結
果
に
応
じ
た
計
画
等
の
柔

軟
な
見
直
し（
順
応
的
な
管
理
経
営
）を

通
じ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続

的
な
利
用
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、「
大
雪
山

忠
別
川
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」等
の
保

護
林
に
お
い
て
、そ
れ
ら
を
結
ぶ「
大
雪
・

日
高
緑
の
回
廊
」を
多
様
な
森
林
生
態
系

を
包
括
的
に
保
護
で
き
る
よ
う
区
域
の

拡
張
案
を
作
成
し
、
有
識
者
に
よ
る
設

定
委
員
会
を
開
催
し
助
言
を
得
る
な
ど
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
等
の
拡
充
に
向

け
た
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
の
防
除

　

近
年
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
植
生
へ
の

食
害
や
樹
木
の
剥
皮
等
、
鳥
獣
に
よ
る

森
林
・
林
業
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る

た
め
、
被
害
箇
所
の
回
復
措
置
や
、
防

護
柵
の
設
置
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
環
境

整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
富
士
山
国

有
林
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
関
係
行
政
機
関

③
新
た
な
政
策
課
題
へ
の
率
先
し
た
取
組

◎平成 22年度◎平成 22年度国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況

大雪山森林生態系保護地域（北海道上川郡新得町）

「大雪山・日高山脈森林生態系保護地域等設定委員会」の様子（北海道札幌市）大雪山忠別川森林生態系保護地域

大雪山忠別川
森林生態系保護地域

日高山脈中央部
森林生態系保護地域

大雪・日高緑の回廊
［凡例］

　　　　国有林

　　　　市町村界

　　　　森林生態系保護地域
　　　　（保存地区）

　　　　森林生態系保護地域
　　　　（保全利用地区）

　　　　緑の回廊

km
5 2.5 0       5

三国峠

狩勝峠

日勝峠
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木
材
等
の
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
自

然
環
境
の
保
全
等
に
も
十
分
な
配
慮
を

行
い
な
が
ら
、
持
続
的
・
計
画
的
な
供

給
に
努
め
ま
し
た
。
販
売
に
当
た
っ
て

は
、
国
産
材
需
要
拡
大
や
加
工
・
流
通

の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
集
成
材
・
合

板
工
場
や
製
材
工
場
と
の
協
定
を
締
結

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
有
林
材
を
安

定
的
に
供
給
す
る「
シ
ス
テ
ム
販
売
」を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　　

伐
採
、造
林
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
民
間
委
託
化
す
る

な
ど
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ま

し
た
。

　

収
支
改
善
努
力
の
結
果
、
前
年
度
に

引
き
続
き
新
規
借
入
金
を
ゼ
ロ
と
し
、

収
入
が
支
出
を
62
億
円
上
回
り
ま
し

た
。
ま
た
、
借
入
金
を
10
億
円
返
済
し

ま
し
た
。

　

開
か
れ
た「
国
民
の
森
林
」と
し
て
の

管
理
経
営
や
国
民
視
点
に
立
っ
た
行
政

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
双
方
向
の
情

報
受
発
信
に
よ
る
対
話
型
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。中
部
森
林
管
理
局
で
は
、

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
」を
開
催
し
、

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
必
要
な
材
を

供
給
し
て
い
る
木
曽

ヒ
ノ
キ
林
の
視
察
や

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
関
東
森
林

管
理
局
で
は
、
モ
デ

ル
的
な
取
組
と
し

て
、
赤あ
か
や谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
地
区
を

含
む
利
根
上
流
森
林

計
画
区
の
地
域
管
理

経
営
計
画
の
別
冊
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
と
協
働
で
、
地
元

住
民
か
ら
の
意
見
を

聴
い
た
上
で
策
定
し

ま
し
た
。

や
地
元
猟
友
会
と
連
携
し
生
息
状
況

調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
富

士
宮
市
が
設
置
し
た
囲
い
柵
と
連
結

す
る
シ
カ
の
誘
導
柵
を
国
有
林
界
に

設
置
し
、
よ
り
効
果
的
な
捕
獲
を
見
据

え
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
囲
い
込
み
効
果

の
実
証
実
験
を
関
係
機
関
と
協
働
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

④
双
方
向
の
情
報
受

　

発
信
を
基
本
と
す

　

る
対
話
型
の
取
組

⑤
林
産
物
の
持
続
的

　

か
つ
計
画
的
な
供
給

⑥
効
率
的
な

　
　

事
業
の
実
施

◎平成 22年度◎平成 22年度国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況

「緑の回廊」内の調査プロットでの毎木調査の様子（静岡県富士市） 「緑の回廊」内での猛禽類の調査の様子（静岡県富士市）

「緑の回廊」内での自動撮影カメラ（右）と撮影されたアナグマ（左）の様子（静岡県富士市）

国有林モニターによる木曽ヒノキ林視察の様子（岐阜県中津川市） 国有林モニター会議の様子（岐阜県中津川市）


